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主催：兵庫県立考古博物館加西分館　
後援：兵庫県・兵庫県教育委員会
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「象嵌の美と技」

「百花繚乱 ─ 陶酔と貴顕の鏡 ─」

０３教Ⓟ２-０１７A4

｜ 車 ｜中国自動車道「加西IC」から南へ３㎞
｜電車｜北条鉄道「北条町」駅下車
　　　　　（北条町駅からタクシーまたはバスを利用。約15分）

｜バス｜姫路駅（北口）から北条行きに乗車、
「アスティアかさい」で下車（約60分）、
タクシーまたはバスを利用
※土日祝は姫路駅からフラワーセンター行きのバス運行

アクセス 詳しくは当館ホームページをご覧ください

三彩天王俑
（唐）

さんさいてんのうよう

●講演会

●古代体験講座 「金属で鏡を作ろう」
　低温で溶ける金属を鋳型に流し込み、古代中国鏡と同じ紋様のミニチュア鏡をつくります。

※事前予約不要

●特別解説会

要予約

時間／各日とも、１０：００～１２：００（午前の部）   １４：００～１６：００（午後の部）
会場／県立フラワーセンターログハウス　定員／各回先着５名
参加費／１,０００円　 対象／小学生以上 ※小学生は保護者同伴

令和元年

12月7日㈯

 

●古代体験講座 「スタンプ        して古代鏡づくり」
　古代の鏡（海獣葡萄鏡）を印刷した台紙に、4色のスタンプ（海獣や鳥、蝶やトンボなど）を
　押して、自分だけの海獣葡萄鏡をつくります。
令和３年

要予約

令和３年

時間／各日とも、１１：００～１２：００（午前の部）   １４：００～１５：００（午後の部）　 
会場／古代鏡展示館２階 　定員／各回先着10名程度（同伴者を含みます） 
参加費／１００円　対象／どなたでも ※小学生以下は保護者同伴

観 覧 料
一般１００円／高校生以下無料
※障害者手帳（ミライロＩＤ）提示で本人２０円、介助者１名無料
※別途、フラワーセンター入園料（一般５００円など）が必要

観覧時間

９:００～１７:００（入館は１６:３０まで）
※フラワーセンター入園は午後４時まで

休 館 日
水曜日（２月２３日は開館）、１２月２０日～１月１日、２月２４日
ただし１０月２０日㈬～１１月１７日㈬は無休

TEL０７９０‐４７‐２２１２  FAX０７９０‐４７‐２２１３
https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/

〒６７９‐０１０６ 兵庫県加西市豊倉町飯森１２８２‐１
（兵庫県立フラワーセンター内）

予約／６月２６日㈯～

予約／７月３日㈯～

予約／５月１日㈯～

予約／７月２４日㈯～8月21日㈯

日頃は当館をご利用いただき感謝申し上げます。
このたび当館では、より多くの作品を皆様にご覧いただけるよう、令和３年度運用開始を目指して展示施設の増築工事を行うことになりました。
工事内容によっては、企画展会期中にやむをえず臨時休館する場合があります。
休館の情報は当館ホームページに掲示いたします。なお、不明な点がございましたら当館へお問い合わせ下さい。
皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

ポン！

7月24日㈯

令和３年 令和３年
予約／７月１０日㈯～ 予約／７月１７日㈯～8月14日㈯8月7日㈯

〈兵庫県立フラワーセンター秋・冬のイベント〉

チューリップまつり2021   3月20日      ～4月30日㈮
鯉鯉まつり　　　　　　  4月24日㈯～5月31日㈪

「中国王朝の粋美１　青銅の時代」

時間／１３：３０～１５：００　 会場／古代鏡展示館 2階
定員／先着２０名　 対象／中学生以上

令和３年

5月29日㈯
「中国王朝の粋美２　唐王朝の精華」
講師：種定淳介（当館学芸員）
当館学芸員が展示の見所を解説します。

令和３年

7月31日㈯

要観覧券 要予約

象る／嵌める
かたど は

①金銀緑松石象嵌帯鉤　②白玉象嵌獣紋刀子　③金象嵌杖頭　（いずれも戦国時代／①②本館蔵 ③個人蔵） 

展覧会関連行事 
講演会１「象嵌の美と技」       要予約☎ 11/6(土)～   
  12月 4日(土)13:30～15:00   
講演会２「百花繚乱－陶酔と貴顕の鏡－」要予約☎ 令和 4/1/29(土)～ 
  令和 4年2月 26日(土) 13:30～15:00 
いずれも 
講 師 ／ 種 定 淳 介（ 当 館 学 芸 員 ）  会場／古代鏡展示館2階 
定員／先着 20名        対象／中学生以上 

イベント 
「クイズに正解して、古代鏡缶バッジをつくろうよ！」 要観覧券 予約不要 
 
展示されている古代鏡を見ながらクイズにチャレンジ！ 
全問正解して、古代鏡展示館オリジナル缶バッジをつくります。 
令和 4年 1月 2日（日）～4日（火） 9:30～15:30 

2月の毎日曜日（6日、13日、20日、27日） 13:30～15:00 
3月の毎日曜日（6日、13日、20日、27日） 13:30～15:00 

 会場／古代鏡展示館 エントランスホール及び展示室 

③ 同時開催 
スポット展示「干支

え と

 寅
とら

」 
恒例の干支の鏡展。2022
年は寅年。所蔵品の中か
ら「寅・虎」が描かれた
古代鏡を紹介します。 
 

展 覧 会 関 連 行 事

期間中に開催する講座・イベント

●講演会①
令和３年

●イベント 「クイズに正解して、古代鏡缶バッジをつくろうよ！」
　展示されている古代鏡を見ながらクイズにチャレンジ！ 全問正解して、古代鏡展示館オリジナル缶バッジをつくります
令和４年

1月2日㈰～4日㈫ ９：３０～１５：３０     1月の日曜日（９日、1６日、2３日、３０日） １３：３０～１５：００ 
2月の日曜日（6日、13日、20日、27日） １３：３０～１５：００ 

会場／古代鏡展示館 エントランスホールおよび展示室

12月4日㈯
●講演会②
令和４年

2月26日㈯

時間／１３：３０～１５：００　 会場／古代鏡展示館2階
定員／先着２０名　 対象／中学生以上

講師／種定淳介（当館学芸員）両日とも

予約不要要観覧券

要予約 予約／令和４年１月２９日㈯～

要予約 予約／１１月６日㈯～

ぞ う が ん

　象嵌は、一つの素材に異質の素材をはめ込む技法です。金属の場合、金属のくぼみに
金、銀、純銅などの金属や色のある石などをはめ、地金との色の違いにより紋様を表し装
飾します。この技法は、中国では金属器文化が萌芽する二里頭文化期（約3700年前）から
みられますが、春秋時代以降盛行し、漢代に繋がっていきます。
　本展では、金銀などの金属や貴石をはめこんだ銅鏡や装身具などの作品の中から、漢
代以前の象嵌作品を展示し、古代金属工芸の美と技を紹介します。

ぞうがん

に り と う

しゅんじゅう

きんぎんりょくしょうせきぞうがんたいこう  はくぎょくぞうがんじゅうもんとうす きんぞうがんじょうとう

②

③

●ダリア展 10／1㈮～11／7㈰

           

●お正月特別開園 R4.1／2㈰～1／4㈫

 

●第44回兵庫県連合菊花展覧会 10／17㈰～11／21㈰ 

  

●ひなまつりフェア R4.2／5㈯～3／6㈰
●花と光のクリスマス 12/4㈯～12/25㈯の土日 １７：００～２０：００

 
<兵庫県立フラワーセンター秋・冬イベント>  

①

毎年恒例の干支の鏡展
令和４年（２０２２）年は寅年です
所蔵品の中から「寅・虎」が描か
れた鏡を紹介します

スポット展示

「干支 寅」
え  と   とら

令和4年1月2日㈰～3月13日㈰ 

古代鏡展示館増築工事のおしらせ


